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     Tests for evaluating the function of the nervous system in patients with erectile impotence 
have been performed indirectly with the measurement of nerve conduction velocity in the extre-
mities and other neurological procedures, since it has been technically difficult to measure the 
nerve conduction velocity of the dorsal nerve of the penis. Calculation of the nerve conduction 
velocity of the dorsal nerve of penis from values of the bulbocavernosus reflex latency was not 
reliable and the development of a technique to measure accurately the nerve conduction velocity 
of the dorsal nerve of penis has been awaited. 
     Ten impotent men were studied, and a precise description was made about the procedure of 
mesuring the orthodromic nerve conduction velocity of the dorsal nerve of the penis. The dorsal 
nerve of the penis was stretched optimally with a waight of 300 g, and its conduction velocity 
reached the maximal value. This new methodology is of use in the evaluation of erectile impo-
tence. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1007--1010, 1988)
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の場 合 の伝 導速 度 を 測定 した.
それぞれ


























































対 象 は何 らか の排 尿機 能 障害 あ るい は性 機能 障 害 を
もつ27～91歳の 男性10人で あ る(Table1).
検 査 方法 は まず,被 検 老 を 仰 臥 位 とし,Fig.1に
示 す ご と く 陰茎 正 中背 面 先端 に1.5～2.Ocmの間 隔
で 置 いた表 面 電極 よ り刺激 し,陰 茎 正 中根 部 に 同様 の
間 隔 で置 い た表 面 電極 に て記 録 した.両 電 極 間 に は リ
ボ ン電 極 を 巻 き,それ を アー ス と した.刺激 お よび導 出
はDISA1500EMGシ ス テ ム,も し く はNeuro-
matic2000M(DANTEC)を使用 し た.刺 激方 法
は持続0.1msec,頻度1Hz,刺 激 強 度 は 知 覚 閾 値 の
1.5～2.5倍(約15mA～50mA)の強 さ で 行 った.
導 出 はanalysistime10msec,upPerfrequency
2KHz,lowerfrequency20Hz,sensitivity2～5
μV/DIV,で行 った.ま た,陰 茎 は伸 縮性 を 有 し,陰
茎 背神 経 は弛 緩 時 には 蛇 行 して お り勃 起 時に 真 直 な状
態 に な る と考 え られ真 の 電極 間 距 離 を求 め るた め に は
一 定 の強 さで陰 茎 を先 端 方 向へ 牽 引 してや る必 要 が あ
る.そ こで,Fig.1に 示 した ご と く,柔 らか い素 材
の紐(わ れ われ は ビ ニー ル紐 に人 工血 管 を被せ た もの
を 用 い た)を 環 状 溝 に 引 っ掛 け,プ ラス チ 呼 クあ るい
























とに よ りFig,2に示 す よ うな活 動電 位 波 形 が 得 られ
た,伝 導速 度 は電 極 間 距離 と活 動 電 位 の起 始(onset)
までの潜 時 に よ り求め た.伝 導速 度 はonsctが不 明瞭
であ った2名 を 除 く8名 の平 均 を とった.100g,200
g,300g,400g,500gにお け る 電極 間 距 離 は4.8,
4.7,5.O,5.1,5.3cmであ り,伝 導速 度 は それ ぞれ
4L1,4L4,44.5,42.9,42.6M/secであ った(Fig.3,
4).牽引重量 の増 加 に 伴 い電極 間距 離 は 伸 び るが,伝
導速度 は300gで 最 高 と な り400gを 越 え る と神経
の過伸 展 のため か 潜時 が 遅延 す る傾 向が 認 め られ か え
って伝 導速 度は 低下 した.ま た,300～4009程度 の
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